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　音楽とは人類にとって何なのでしょうか。普段あま
り考えることのない命題ですが，非常に興味深いテー
マです。進化論で有名なダーウィンは，音楽を「人間
に授かっている能力の中で最も不思議なものの一つ」
とし，言葉を獲得する以前の祖先が音楽を通じて愛を
伝えていたとする「性選択仮説」を提唱しました。一
方で，ピンカー（Steven Pinker）は音楽を「チーズ
ケーキ」のような存在と見なし，「音楽がなくても私た
ちのライフスタイルは変わらない」と述べ，生物学的
には不要なものと位置づけています。1990 年代以降，
音楽神経科学の研究が進み，これら 2 つの仮説を統合
する形で登場したのが，パテル（Aniruddh D. Patel）
の「トランステック仮説」です。この仮説では，音楽
は元来，生物学的に意味をもつものではなく，あくま
で「技術」として開発されたものであるとされていま
す。しかし，その技術が人類社会に大きな影響を与え
たため，結果的に生物としての人間やライフスタイル
にまで深い影響を及ぼすことになった，という主張で
す。
　現在，音楽は医療や福祉の現場でも注目され，音楽
療法として広く活用されています。音楽療法は，高齢
者施設での介護予防や認知症症状の緩和，子どもの発
達や成長支援，不登校や引きこもりの児童・生徒への
サポートなど，多岐にわたる分野で実践されていま
す。一方で，音楽を「奏でる側」の健康問題について
は，意外にも十分に注目されていません。長時間にわ
たる練習や演奏による反復動作や一定の姿勢が原因と
なり，筋骨格系，聴覚，呼吸器系など身体的な問題が

生じるほか，完璧な演奏を求められることで生じるス
トレスや不安といった精神的な問題も少なからず報告
されています。
　今月号では，音楽家特有の筋骨格系の健康問題であ
る Musicianʼs Hand について，酒井直隆先生にご立案
いただき，外傷，腱鞘炎，末梢神経障害，変形性関節
症，ジストニア，リハビリテーション，心理因子など，
様々な観点から詳説を加えていただきました。その中
で共通する課題は，演奏には俊敏かつ繊細な巧緻運動
が求められるため，診療側にも高いレベルの治療が要
求されるという点です。そういった意味では，プロス
ポーツ選手と類似する側面も多く，たとえば，プロゴ
ルファーなどにみられるイップス現象は職業性ジスト
ニアの一種とされています。また，心理因子に関する
項で述べられているように，音楽家は治療効果を他の
分野の人々とは異なる基準で評価し，完全に発症以前
の 100％の演奏ができなければ「効果がない」と判断
する点も特徴的であり，これもプロスポーツ選手を連
想させます。
　治療に難渋する症例に遭遇することも少なくありま
せんが，こうした高い要求に応える医療技術の発展
が，やがて一般の日常生活レベルでの手指障害の治療
にも還元されることを考えると，Musicianʼs Hand の
病態を理解し，より良い治療を追求することは，極め
て意義深い取り組みといえます。本特集が音楽家に対
する診療の一助となり，その結果，私たちが素晴らし
い演奏を享受できるのであれば，双方にとって大きな
喜びとなるのではないでしょうか。 （谷口　昇）
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